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1. ははじじめめにに  

問題意識 
日系企業の海外駐在員は、着任時に職位が上がり担当業務が拡大する傾向がある。そのため、駐在員は

経験不足な職務に加え、赴任先では日本と文化背景の異なる外国人部下に対してマネジメント能力とリ

ーダーシップ能力の発揮も期待されている。ただし、駐在員候補者は着任までの期間に十分な教育を受

けていない点も指摘されている。さらに日系企業ではそもそも海外で活躍できる人材の不足なども指摘

されており、海外駐在員の選抜も大きな課題となっている。このように、駐在員を取り巻く環境に様々

課題がある、一方で日系企業の海外拠点の現地化推進に向けた技術（企業文化・ノウハウ・知識）移転

に関して重要性が広く認識されている。結果、日系企業の実態としては適正のありそうな人材を選抜し

て送り込んでいるのが実態であると考えられる。実際、自身（日系製造業に所属）が所属企業の中国製

造拠点に駐在することになり、初めての中国拠点での駐在で異文化の中でリーダーシップを発揮できる

か疑問に感じた。しかし、リーダーシップ論には様々なセオリーがあり、中国で海外駐在員が取るべき

リーダーシップに関する先行研究は見られない。そのため、中国にある日系製造拠点の海外駐在員を対

象として、現地化推進とリーダーシップの関係について調査研究を実施、海外駐在員が採用するリーダ

ーシップについて考察を行うことで、有効なリーダーシップの型の研究が必要と考えた。 
 
研究の目的 
中国にある日系製造業の駐在員を対象に、現地化推進とリーダーシップの関係について調査研究を行い、

海外駐在員が採用するリーダーシップについて考察を行うことで、有効なリーダーシップの型に関して

研究を行う。 
 
2. 先先行行研研究究  

技術や経営ノウハウなどの知識の移転と海外駐在員の役割 
日系企業は日本的経営を海外拠点に移転するために、技術移転や経営理念の浸透を必要としている。特

に、日系企業では文書化やマニュアル化の程度が低いなど暗黙的知識やスキルが多いため、日本人社員

が実際に海外拠点に行って技術移転等を行う必要性が指摘されている。加えて、海外駐在員は、日本本

社と拠点間の共通理解形成への貢献が期待されているなど、日本本社のマネージャクラスと比較しても

職務範囲が大きく異なることが推察される。 
 
リーダーシップ 
リーダーシップに関して様々な実証研究がなされているが、一説には 5,000 以上のセオリーがあるなど

様々な研究がなされている。中国では、文化的背景として、集団主義が強く、権力格差も大きいことか

ら、中国企業の多く管理者が従業員に対して管理行動をしようとする傾向があると指摘されている。管

理行動の中で、期待される態度や行動を明示的に部下に伝え、仕事のやり方を具体的に指導するスタイ

ルを指示型リーダーシップとして定義されている。これは中国に限らず、文化的背景の違いから取るべ

きリーダーシップが異なることが指摘されている。図 1 から中国はトップダウン型ヒエラルキー重視、

日本は合議型ヒエラルキー重視と取るべきリーダーシップが異なることを示している。これらは、リー

ダーシップ論の 3 つの流れ、リーダーの資質に着目した資質理論（1900〜1940 年）、リーダーの行動に

着目した行動理論（1950〜1960 年）、さらにリーダーシップ行動の有効性は置かれる環境の影響を受け

るとしたコンティンジェンシー理論（1960〜1970 年代）の内でコンティンジェンシー理論に関わる内

容と考えらえる。また、これらとは別に、不確実性の高い市場環境の中で企業が持続的に成長するため

に企業の変革が必要とされ、企業の組織の変革に向けた変革型リーダーシップの必要性も指摘されてい
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る。 
 
図 1「文化的適応のリーダーシップ」 

 
 
3. 日系企業の海外駐在員とリーダーシップ 
海外駐在員の職位変化 
海外駐在員の多くは着任時に役職が上がり海外での仕事の大変さに加えて役職変化も加わることが言

われている。特に、日本で非管理職者が管理職として着任することも少なくないと言われている。実際

のデータからも、海外転勤者の 43.7%が赴任後に役職が上がっており、これは国内の 28.8%と大きな開

きがある。これから海外駐在員の多くが、異文化の中で経験不足な役職でリーダーシップの発揮を期待

されている状況が推察できる。 
 
表 1「転勤前後の職位の変化」 

 
 
海外駐在員の置かれている立場 
中国に進出している日系製造業で現地社員を部下に持つマネージャーは、先行研究から中国文化に適し

たリーダーシップを取る必要がある。一方で、日系企業の海外展開の特徴の中に日本本社の技術だけで

なく知識、ノウハウ、企業文化の移転の推進がある。そのため、現地駐在のマネージャーは現地化推進

に向けて現地組織及び従業員に変革を求める変革のリーダーシップも必要となる。この様に、海外駐在

員は中国文化の適応と現地駐在員に変革を促す変革のリーダーシップの二つのリーダーシップを考慮

する必要があると言える。これらから、次に、リサーチクエスチョンと仮説を示す。 
 

4. リリササーーチチククエエススチチョョンンとと仮仮説説  

リサーチクエスチョン 
「指示型リーダーシップ」と「変革型リーダーシップ」では異なるリーダーの行動スタイルとなるが、

日系製造業中国拠点の駐在員は現地文化への適合と現地化推進を両立させるために、どのようなリーダ

ーシップを発揮しているのか？  
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仮説 
日系製造業の海外駐在員は中国拠点で、「指示型リーダーシップ」と「変革型リーダーシップ」の両方の

要素を取り入れた独自のリーダーシップスタイルを構築しているのではないか。 
 
5. 検検証証方方法法  

アンケート調査 
仮説検証に向けて、アンケート調査の実施を予定している。日系製造業で中国湖北省武漢市周辺にある

製造拠点の駐在者を対象にアンケート調査を行う。対象地域の選定は、今現在自身が日系製造業の武漢

市にある製造拠点に駐在者として赴任中であるためである。なお、武漢市には日系カーメーカーのホン

ダや日産自動車、非日系はルノーや GM 等が生産拠点を設けているそのため、自動車産業の集積地の一

つとなっている。 
 
アンケート項目 
各リーダーシップの要素を分解してアンケート項目を作成した。大分類として「異文化適応のリーダー

シップ」「支配 / 奉仕型リーダーシップ」「変革型リーダーシップ」の 3 つを用いた。「異文化適応のリ

ーダーシップ」の要素から、文化的背景により取るべきリーダーシップに差異があるか確認する。トッ

プダウン型・ヒエラルキー重視の中国文化に適応したリーダーシップは支配型に言い換えが可能であり、

支配型リーダーシップは奉仕型リーダーシップと対比して考えられている。この奉仕型は合議型・ヒエ

ラルキー重視の日本文化に適応したリーダーシップに近いと考えた。このことにより「支配 / 奉仕型リ

ーダーシップ」の要素から駐在者が取るリーダーシップが中国型であるか日本型であるかを異文化適応

リーダーシップの要素に加えて追加確認する。最後に、「変革型リーダーシップ」の要素から現地化推進

に向けた現地従業員の変革を促す変革リーダーシップを採用しているか確認する。 
 
表 1「リーダシップの分類」 
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